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報告校内の自然環境理解のためのデータベース化とその利用の試み
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⑥モチノキ

ー方，場所の表示は方位と校舎を基醜とする。

例：蕊iljll棟南，校舎北側

2．植物地図をもとに．市販のソフトを使って

ファイル［校内の植物データベース］をつくる。

結果

校内の植物地図（主に樹木）

昭和50年代，６０年代，平成（1970年代からこの

20年間）と環境の変化は激しくまさに時代を反映

しているといえる。校舎，体育館を立派に，車の

普及で乗用車で送り迎えされる子どものため駐車

場の拡袈と…小さな規模であるが，便利さを追求

することにより自然環境が失われていく様子を身

近なところで学習することができる（図１－５)。

校庭が土であることの意味も考えさせることもで

きる。地図にすると一目で全体を見れるので好評

であった。スライドにしてあるがＯＨＰ使用でも

よい。

図１（1970年前後）校地東側にイタリアヤマ

ナラシ④があり，葉が茂っているときは隣家等

が見えなかった。北側はその季節にはヒメジョ

オンで真っ白になった。南側はナシ畑になって

いた。

図２（1980年前後）東側のイタリアヤマナラ

シは近隣の住民の落葉にたいする苦悩があり，

夏休糸中に切株になってしまった。北側は駐車

はじめに

本校は昭和38年４月に東京都板橋区の現在地に

竣工された肢体不自由児の養護学校で小，中，高

等部が同じ敷地内にある。筆者が赴任した40年代

（1960年後半-1970年前半）は校地の東部は約６

，幅の土手になっており，その南部は小さい丘状

態になっていた。校庭もその一部は整地されずミ

ニ原っぱになっていてパラニティのある自然環境

であった（図１)。1988年６月から翌年６月の間

の校舎，体育館の増改築及び校庭整備が行われ図

４のように変貌したが，この工事の際，記録（記

念樹であるとか教材であるとか）されていた植物

については移植されたが，由来のわからなくなっ

てしまった植物は処分された。現在は教職員の努

力により図５のようになっている。校地面積11,3

86㎡，建坪3,787㎡である。この間の変貌を通し

て，校内自然について一定のデータベースが必要

であると考えた。なお，枝地内の駐車場のスペー

スが目だつが，これは肢体不自由児のためスクー

ルパス，乗用車等の駐留のためである。

データ入力の基本

1．校内地図を作成し，樹木種ごとの分布が判る

ようにする。１本ごとに校内利用のコード番号

をつける。この＝－F番号が大きいほどより新

しく植えられたことを示す。例：②アオギリ

〔問い合わせ先〕〒116束京都荒川区西尾久3-17-8-602
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－ト＞Ｎ図１校内の植物（木木）1970年前後

０

の囮｡(ユI討木Ｃ

ゴーⅡ図２校内の植物（木木）1980年前後
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図６開花量の変化

（1991年はもう１本のナシは再移植のため記録せず）
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＊Ｓ

＊Ｓ

表１校内植物データベース（ファイルKPL91T）（＊Ｓ：年代）

（Ｔ＝224,ＮＯ＝496）
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Ｔ ＣＯＤＥ ＳＰ ＰＬ ＮＯ Ｑ ＤＡＴ Ｓ Ｃ

１ ２ Ｓ１ アオギリ 養訓棟南 １

７
．

の
？
● 東散大女子寮跡地

２ 2３ Ｓｌ ウメＷ 養訓棟南 １ 1987 S61年度高卒業生ヨリ

３ 5８ Ｓ１ プンゴウメ 菱訓抑南 １ 1987 S61年度高卒業生ヨリ

４ 1７ Ｓ１ アカメガシワ 菱訓棟南 １ ＊Ｓ5０ 実生

５ 2３ Ｓ１ ウメＷ 養訓棟南 1987 S61年度向卒業生ヨリ

６ １ Ｓ１ カヅラ 菱訓棟南
｜
ｎ
ｒ
ｐ 東教大女子察跡地

７ ２ Ｓ１ アオギリ 養訓棟南 ＊Ｓ5０ 東散大女子寮跡地

８ 5９ Ｓ１ イチジク 養訓棟南 1988 理科

９ 6０ Ｓｌ アペマキ 養訓抑南 1988 植物園ロリ

10 2９ Ｓ１ エノキ 養訓棟南 1990 理科

1１ 6１ Ｓ１ ナヅグミ 養訓棟南 １ 1989 晶円民

1２ 6３ Ｓ２ アメリカヤマポウシ 体育館南 １ 1991 板橋区承どり課ヨリ

３ 9１ s２ シャクナゲ 体育館南 1991 板橋区J9Lどり課ヨリ

４ 9１ Ｓ２ シャクナゲ 体育館南 1991 板樹区J9Lどり課ヨリ

５ 8７ Ｓ２ メタセーイア 体育館南 1989 S63年度高卒業生ヨリ

６ 9０ Ｓ２ キンモクセイ 体育館南 1991 板橘区J9Lどり陳ヨリ

７ 6３ Ｓ２ アメリカヤマポウシ 体育館南 １ 1991 板橋区JILどり課ヨリ

８ 9０ Ｓ２ キンモクセイ 体育館南 １ 1991 板橋区訟どり課ヨリ

９ 8７ Ｓ２ メタセコイア 体育館南 989 S63年度高卒業生ヨリ

2０ 9０ Ｓ２ キンモクセイ 体育館南 991 板栃区熟どり課ヨリ

2１ 8９ Ｓ２ ヤマハギ 体育館南 991 浜口氏

2２ 6３ Ｓ２ アメリカヤマポウシ 体育館南 991 板橘区訟どり課ヨリ

2３ 6３ Ｓ２ アメリカヤマポウシ 体育館南 991 板楓区承どり課ヨリ

2４ 6３ Ｓ２ アメリカヤマポウシ 体育館南 991 板橘区訟どり課ヨリ

2５ 8１ Ｓ２ モモ 体育館南 １ 1991 桐が丘ボーイ小野

2６ 7９ Ｓ３ サツキ 校庭南 150 1989 板樹区象どり裸亘リ

2７ 8０ Ｓ３ クルメツツジ 校庭南 3５ 989 坂播区薙どり媒ヨリ

2８ 6２ Ｗ１ キリ 校舎西場側 １ 987

2９ 6４ Ｗ１ ユズ 校舎西塀側 １ 989

3０ 6３ Ｗ１ アメリカヤマポウシ 校舎西塀側 １ 988 理科

3１ 6３ Ｗ１ アメリカヤマポウシ 校舎西塀側 １ 988 理科

3２ ３ ｗ１ ソメイヨシノ 校舎西塀側 １ 1986 サクラ理科

3３ ３ Ｗ１ ソメイヨシノ 校舎西塀側 １ 1986 サクラ理科

3４ 6５ Ｗ１ セイヨウスグリ 校舎西野側 １ ？ 1991
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菰名 植樹年 高さ 太さ ＭＥＭＯ 楊所

2３ ウメＷ 1987 ３．６ 義訓棟南
5８ プンゴウメ 1987 220 ２．６ 義&Ⅱ|棟南
1７ アカメガシワ ＊Ｓ５０ 10.0 義馴抑南
2３ ウメＷ 1987 200 ３．４ 義11Ⅲ１棟南

１ カツラ

ワ
。

600 義１１)１１棟南
２ アオギリ ＊Ｓ５０ 1４．２ 鍵lUIl擁南

5９ イチジク 1988 197 鍵馴棟南
6０ アペマキ 1988 246 2.4 謎訓棟南

2９ ニノキ 1990 245 1．１ 狭１１Ⅱ|棟南

6１ ナツグミ 1989 274 3.5 養訓棟南
8７ メタセーイア 1989 465 5.0 マト Ｒ 体育館南

9０ キンモクセイ 1991 169 －１ テマニ 体育館南

9０ キンモクセイ 1991 148 マト Ｒ 体育館南

8７ メタセコイア 1989 578 6.9 マト Ｌ 体育館南

9０ キンモクセイ 1991 168 マドＬ 体育館南

6２ キリ 1987 1４．５

6４ ユズ 1989

6３ アメリカヤマポウシ 1988 155 3.8 Ｓヨリ 杖【舎西塀側

6３ アメリカヤマポウシ 1988 157 1 ８

３ ソメイヨシノ 1986 ６ ３ 校舎西場側

３ ソメイヨシノ 1986 ８ ６

6５ セイヨウスグ・リ 1991 7０ ２ １

３ ソメイヨシノ 1988 143 校舎西場側

2４ ツバキナルードリ 1991 5０ 0.7 杖H舎西塀側

５ ヒマラヤシーダ ＊Ｓ３０ 3３ ４ 校舎西場側

6６ ミカンＳｐ 1990 158 １ ５

4５ ビワ 1990 157 ２ １ 校舎西場側

6８ ムクゲＷ 1988 220 １ ２ 校舎西場側

３ サクラ ＊Ｓ3０ 562 1２ ４ 校舎西場側

６ モチノキ ＊Ｓ3０ ￥ 400 1７ ５

６

6９

モチノキ

ドウダンツツジ

＊Ｓ3０

1989

古 471

5８

1７

0

８

７
雨
校舎西場側

4３ ヒメリンゴ 1989 383 ３ ５ マット 校庭西側

4３ ヒメリンゴ 1989 348 ３ ２ マット 校庭西側

1４ カキ ７ ６ キロウカ ／Ｓ 校庭西側

4３ ヒメリンゴ 1989 314 ２ ７ キコウカ ／Ｓ 枝産西側

4１ ハクモクレン 1980 314 ２ ６ キョウカ ／Ｓ 校塵西側

5８ プンゴウメ 1989 260 キヱウカ /Ⅳ 校産西側

4０ アンズ １９８０ 504 1７．０ キコウカンＮ 枚庭西側

4３ ヒメリソゴ 1979 1４ ６ ホケン 枚筵西側

4５ ビワ 586 ５ ２ ジム 技窪西側

5６ イチョウ ＊Ｓ４０ 3９ ５ 枝庭西側

1９ ミズキ 1８ ９ Ａ 校舎東塀側
8７ メタセーイア 1989 333 0 ８ Ｂ 杖1舎來塀側

8６ ナラガシワ 1988 298 ２ ５ Ｂ 校舎束塀側

8５ イチイ 1988 9４ １ １ Ｂ 校舎束塀側

８４ クリ 1９９１ 1５０ ０ ８ Ｂ 校舎束塀側

３４ イロハモミジ ９ ２ Ｃ 校舎束塀側

８３ ヤマモミジ 1990 274 ３ ４ Ｃ

３ -ザトザクラ 1986 162 Ｃ

1７ アカメガシワ 2０．３ 校舎束塀側

３ -ナトザクラ 1986 425 ７．３
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表３種類と樹木数の変遷のデ
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岳牙 ､Ｉ名 科報 1970 ｣蝿0 1鯛７ 1983 1醜

２ アオギリ あ打ぎり 11 1］ 1７ 1３

9６ アカマツ 玄つ ０ 0 0 ０

１７ アカメガツワ とう箔いぐさ ２ ２ ２

1３ アゲサイ ゆきのした ６ ６ Ｇ ４

6０ アペマキ ぶ左 ０ ０ ０

7６ アペリア 十いかずら 0 0 0 ０ ６

脚
アメリカ

ヤマポウシ
柔ずき ０ 0 0 Ｚ ７

4０ アンズ 0Ｚら 0

8５ イチイ いちい ０ 0 0 ０

5９ イチジク 《わ 0

5６ イチーウ いち２う ４ ４ ４ ４

1８ ｲ叙ｸノキ もくせい ２ ２ ２ ２

3４ イロハモミジ かえで

2３ ウムＷ IＸら ０ ２

2９ ニノdＰ にれ ３ ０

5２ オォパイポタ もくせい ２ ２ ０ 0

7８ オオムラサキ つつじ 0 ６ ６ 弱

2５ オトメプパキ つＩＺ倉 0 0 0

】４ カキ 力､さむき ３ ３ ３ ３

カツ， かつら 0

9２ カナメモチ IZら 0 ０ ０ 0 ４

7５ カルミア つつじ ０ ０ 0 、 2８

6２ キリ
のうぜん

かずら
０ ０ ０

9０ キンモクセイ tj〈せい 0 0 0 0 ３

6７ クワ･ナシ あかｵユ 0 ０ ０ ４

8４ クリ ぶな 0 0 0

６０ クリムツプジ つつじ ０ 0 0 3５

８ クロマツ 宮つ 0 ３ ３ ３

47 ゲッケイジュ くすのき ０

3５ ＝デマリ lX5 ０ ０

３ ･リクヲ I笈ら ６ ６ ]５ 】８

8８ サザンカ■Ｐ つＩＺさ 0 ０ 0 ６

7９ サツキ つつじ 0 0 0 150

5０ サソシコワ 労しかん 0

1２
ツナ

レソギコウ
もくせい 0 0

９］ シャクナゲ つつじ 0 0 ０

3６ シュロ やし ６ 2４ U２

Ｚ７ シリカソパ かｌＺの倉 １ 0

3９ ジソチゴウゲ 胆んもとうげ ０ 0 ５

6５
セイロウ

スグリ
寧さのした ０ 0 0 0

7１ ゾテツ そてつ 0 0 0 0

3Ｚ ツツジ5, つつじ 10 】０ 10 ９ ５

2４ ﾂバキ つIぎぎ ６ ６ ６ ５ ７

7
トウネズミ

モチ
もくせい ０ ２ ２ ２ ､２

5４ ＩＦイツトウヒ 玄つ 0 ０

番号 種名 科調 1970 】蝿０ l駒７ 1期８ 1鍋】

６９
ＩＦウダソ

プツゲ
つつじ ０ 0 0 0 2＄

1６ ナシ Izら 10 ５ ５ ２

６１ ナツグミ ぐみ 0 ０ 0 0

8６ ナヲガツワ ぷ喉 0 0 0 １

1５ ナソテン ぬぱ ６ ６ ６ 0

鋼 ワウメ ぼら ２

3７ ヰズミモチ もくせい ２ ４ ４ ３

7０ ハクチコウゲ あかね 0 0 ２

41 ハクモクレン もくれん 0

岨 ハナカイドウ ばら ０ ２ ２

2６ バツ IZら ３ ３ ３ ４ ６

8２
ヒイリギ

モクセイ
､<せL、 0 ３ 0

５
ヒマラヤ

シーダ
まつ ３ ３ ３ ３

10 ヒムロ ひのき 0

⑬ ヒメリソ萱 IZら 0

100
ヒニウガ

５スギ
まんさく ０ ０ 0 0

7４
ヒロＩＦリ

ジョウゴ
ltkナ 0 0

4５ ビワ Ixら ２ ６ ６

3】 ピヲカンサ ばら

4６ フジ 営め ２

5５ ブドウ 12るとのき

■
。

５ ５ 0 ０

7３
ブラック

ペリー
ばら 0 0 ０ 0

釦 ププゴウメ IZら 0 0 0 0 ４

４
イタリア

ヤマナラシ
やなぎ ６ ２ ２ 0 0

６６ ミカン3Ｐ 熱かん ４ ４ ４ ３ ３

1９ ﾐズキ 熟十さ

餌 ムクゲＷ あおし｡ 、 0 ０

脚 ムペ あけぴ 0 0 0

87 メクセーイア すぎ 0 0 ０

６ モヲ･ノキ もちのき ４ ｡’ ４

8１ モモ ぼら 0 0 0

行 キツデ うこぽ

堂 ヤマグワ くわ ３ ３ ３ ３

８９ ヤマハギ 宮hｂ 0 ０ ０ 0

2０ ヤマブキ l望ら ４ ４ ２

8３ ヤマモミジ かえで 0 0

9４ ユーカリ ふともも ０ 0 0

銘 ニキャナギ ＵＺら 】

鑓 ニスヲウメ IZら １

“ ニス 乱かん 0 0 0

5３ ライリヮク もくせい 0

7２ ラズベリー ばら ０ 0 0

4９ レモン 魏凸りん ２ ２ ０
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ているが本校のナシの移植の前後のデータを検索

して取り出し，グラフソフトでグラフ化すると，

移植の影響が開花趾にふられることがよく理解さ

れるようになる（図６)。子どもの感想は「当り前

だけど木って生きてるんだな－.今まで興味な

かったけど木に親し承を感じた｡」であった。

ファイル名表１…KPL91TWJ2

52,013バイト（校内植物）

表２…KPL91DAWJ2

13,519バイト（1991年樹高

と太さ）

表３…SＰＮＷＪ２

11.558バイト（種類と樹木

数の変遷）

場になった。南側は隣地移管により校舎が増築

され，ナシ畑がなくなりミニ原っぱが広くなっ

た。

＊図３（1987年）東側は校舎一部増築，雑草を

除くため石灰ダストをいれる。

図４（1988年）体育館増築のため東側の丘状

態はなくなる。ほとんどの花壇から樹木は処分

されたが，記録のある樹木は主に東側に移植さ

れた。

図５（1991年）都市部の学校にしては緑が多

いと言われている。

校内植物のデータベース化と児童・生徒の反応

フィールドの説明をする。校内植物のファイル

（KPL91T）…Ｔは通し番号，ＣＯＤＥは種の番号，

PLCは場所のコードで検索するときの便宜のた

め，ＰＬは場所，ＮＯは本数．ＤＡＴは植樹年，Ｑは

なんらかの疑問があるとき，Ｓは雌雄，Ｃはその

植物のローカルな垢題等だれが植樹したとか観察

記録樹であるとか入力する（表１）。樹高と太さ

のファイル（KPL91DA）…記号を使用せず内容

で表す。樹高と太さ（直径）の単位は画で，１９９

１．１１に測定したものである。ＭＥＭＯは樹木のそ

ばまで近づけない子どものための目印である（表

２)。種類と樹木数の変遷のファイル（SPN)…数

字は図１－５に対応する西暦であり，列は種の本

数を表している（表３)。

なお現在各樹木には種名板に秘名のほかに，Ｔ

の通し番号とCODEの種の番号をつけているとこ

ろである。例：３－５８プンゴウメ，１－２アオギ

リ

植物に興味のない子どももパソコンには興味を

持つようである。特に情報検索には積極的である。

なるべく操作を少なくするために画面に情報が全

部表示されるようフィールド数を限定してある。

従って，そのぶんファイル数が増える。必要に応

じてファイルを連結するようにする（表１－３)。

子ども達自身でとったデータが検索により呼び出

せるとその後，観察記録に積極的になることがあ

る。国立科学博物館付属自然教育園の生物季節に

協力していて，校内の樹木の開花皿の記録をとつ

おわりに

子ども達に自然への興味関心をもってほしい。

便宜ざをより必要とする子ども達ではあるが，一

方，校内という小さな自然も，自分達の協力に

よって守らないと維持できなくなっていること

も，より理解してほしいと願っている。
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